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岩
波
文
庫
版

『碧
巌
録
』
筍
記

芳

澤

勝

弘

『碧
巌
録
』
は
古
来
、
禅

の
入
門
書
で
あ
る
。
入
門
書

で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
平
易
な
書
で
は
な

い
。
む
し
ろ
難
解
の
書
で

あ
る
。

一
九
九
六
年
二
月
に
は
、
岩
波
文
庫
か
ら
新
版
が
出
、

一
九
九
六
年
二
月
に
は
上
中
下
の
三
珊
が
出
揃

っ
た
。
入
矢
義
高
、
溝
口

雄
三
、
末
木
文
美
士
、
伊
藤
文
生
の
各
氏
に
よ
る
訳
注
で
あ
る
。
近
代

の
口
語
研
究

の
成
果
を
反
映
し
た
画
期
的
な
新
注
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
再
読
三
読
す
る
に
し
た
が

っ
て
、
多
く
の
問
題
点
が
発
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
特
異
な
解
釈
が
、
は
な
は
だ
深

刻
な
誤
り
を
も
た
ら
し
、
こ
の
書
を
い
っ
そ
う
難
解
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

岩

波
文
庫
は
多
く
の
読
者
層
を
も

つ
ば
か
り
で
な
く
、
あ
る
種
の
権
威
を
も

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
こ
の
書

に
よ

っ
て
禅

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
る
で
あ
ろ
う
。
本
書

の
誤
り
は
、

こ
う
し
た
禅

へ
の
興
味
を
も

つ
人
々
を
誤

っ
た
方
向

へ
と
導
く

か
、
あ
る
い
は
落
胆
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
中
に
は
こ
の
書
を
用
い
る
師
家
も
い
る
と
聞
く
。
批
判
の
目
を
も

っ
て
利

用
さ
れ
る
な
ら
い
い

が
、
謬
見
を
無
批
判
に
拝
借
し
て
、
わ
が
も
の
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
憂
う

べ
き
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

一
方
、
す
で
に
某
僧
堂
で
は
岩
波

文
庫

版
を
禁
書
に
し
た
と
灰
聞
す
る
。
ま
こ
と
に
慧
眼
で
あ
る
。

末

木
氏
ら
は

「さ
ら
に
現
代
語
訳
の
作
業
を
継
続
中
で
あ
り
、
遠
か
ら
ず
百
則
ま
で
完
成
し
て
、
公
刊
し
た
い
と
考
え
て
い
る
」
そ
う
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で
あ
る

(下
、
二
九
七
頁
、
「『碧
巌
録
』
を
読
む
た
め
に
」)
。
人
は
易
き
に
つ
く
。

一
見
分
り
や
す
く
見
え
る
現
代
語
訳
に
す
れ
ば
、
無

享
の
多
く

の
人
々
が
誤
り
に
気
づ
か
ず
に
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
『碧
巌
録
』
は

「わ
け
の
わ
か
ら
な

い
つ
ま
ら
な

い
本
」

で
あ
る
と
失
望
し
、
禅
を
軽
ん
じ
、
こ
れ
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

か
ね

て
入
矢
先
生
は
、
故
朝
比
奈
宗
源
老
師
注
の
旧
版
の
岩
波
文
庫

『碧
巌
録
』
を
批
判
さ
れ

て
い
た
。
旧
版
に
は
も
ち
ろ
ん
問
題
点

も
あ

っ
た
。
旧
版

の
注
は
い
た

っ
て
簡
単
な
も
の
だ

っ
た
が
、
そ
の
方
が
か
え

っ
て
読
者
を
し
て
自
ら
考
証
せ
し
め
る

こ
と
に
も
な

っ
た
。

し
か
し
、
新
版
で
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
た
誤
謬
と
独
断
の
注
は
、
は
な
は
だ
影
響
が
大
き
く
か

つ
深
刻
で
あ
る
。

こ
ん
な
現
状
を
看
過
し
得
ず
、
独
り
憂
悶
し
て
い
た

の
だ
が
、
同
憂
の
士
の
懲
懸
に
し
た
が
い
、
「路
見
不
平
」
、
思
い
き

っ
て
幾

つ
か

の
問
題
点
を
指
摘
し
、
ご
批
判
を
仰
ぎ
た

い
と
思
う
。
拙
論
の
誤
り
は
、
大
い
に
批
判
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
と
り
あ
げ
る
の
は

「還
他
作
家
手
段
」。

こ
れ
ま
で

「他
の
作
家
の
手
段
に
還
す
」
と
訓
ま
れ

て
来
た
。

「還
」

の
読
み
に
つ
い
て
は
、
古
人
も
苦
労
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

江
戸
期

の

『諸
録
俗
語
解
』
で

「按
ず
る
に
、
〈還
我
〉
の
二
字
、
〈我
に
も
ど
せ
〉
の
訳
、
本
義
な
れ
ど
も
、
〈其
の
方
の
手
際
に
は
い
け

ぬ
、
俺

に
わ
た
せ
。
俺
が
し
て
見
せ
よ
う
〉
の
意
に
見
て
よ
き
処
多
し
」
(傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
)
と
い
う
の
は
、
そ
れ
な
り
の
工
夫
で
あ

ろ
う
。

「還
他
作
家
手
段
」
の
語
は
、
以
上
か
ら
敷
術
す
れ
ば

「
(余
人
の
手
際
に
は
い
か
ぬ
)
作
家
の
手
段
に
わ
た
せ
、
ゆ
だ
ね
よ
」
と
解

さ
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「還
他
」
に
続
く
語
は
、
臨
済
、
雲
門
と
い

っ
た
作
家
の
固
有
名
詞
の
他
は

「妙
手
」
「作
者
」
「師
子
児
」
「本
分
作
家
」
「奇
特
人
」
「向

上
人
」

「大
達
之
士
」
「透
頂
徹
底
漢
」
と

い
っ
た
語
が
多

い
。
す
な
わ
ち

「第

一
級

の
資
質
の
も
の
や
人
」
「第

一
流

の
手
腕
の
人
」
と

い

う
意
味
あ

い
の
語
で
あ
る
。
従

っ
て
、
古
解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば

「還
他
～
」
は
、
「
〈か
の

(他
)

一
流
の
資
質
や
手
腕
〉
と

い
う
、
本
来

帰
す
べ
き
と

こ
ろ
に
還
す
」
と
い
う
義
に
な
ろ
う
。
例
え
ば
白
隠
が

『碧
巌
録
秘
砂
』
で
、
第

二
十
六
則
、
頒
の
下
語
に
出
る

「還
他
作

家
手
段
」
の
語
に

「ソ
レ
ハ
百
丈

ニ
ワ
タ
ス
」
と
注
し
た
の
も
、
同
じ
方
向
で
あ
る
と
解
す
る
。
こ
れ
ら
が
旧
解

で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
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で
正
解

で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の

「還
他
～
」
に
関
し
て
、

一
九
九
四
年
十
月
、
永
源
寺
発
行

『百
伽
陀
』

の
注
で

「須
是
～
と
同
義

で
あ
ろ
う
」
と
推
論

し
、

以
降

「還

(他
)
」
に
つ
い
て
の
用
例
を
集
め
、
別
に
考
証
を
試
み
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
骨
子
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
、

「還
他
～
須
是
～
」
「須
是
～
還
他
～
」
の
互
文
対
応
関
係
が
多

い
こ
と
。

「打
麺
還
他
州
土
麦
、
唱
歌
須
是
帝

郷
人
」
(ソ
バ
は
信
州
、

都
々
逸
は
お
江
戸
)
。
「敵
勝
還
他
師
子
児
、
驚
群
須
是
英
霊
手
」
。
「潜
行
密
用
、
還
他
本
分
作
家
。
或
放
或
収
、
須
是
通
人
自
照
」
な
ど
、

用
例
は
き
わ
め
て
多
い
。

二
、
「還
他
～
始
得
」
「須
還
他
～
始
得
」
の
形
の
も
の
が
数
多
く
あ
る
こ
と
。
「還
他
馬
祖
老
人
始
得
」
(『穆
庵
和
尚
語
録
』
大
梵
禅
寺
録
)
。

「用
格
外
之
生
機
、
還
他
多
福
始
得

」
(『恕
中
無
怪
禅
師
語
録
』
巻
二
)
、
「扶
竪
臨
済
正
宗
、
掲
示
楊
岐
奥
旨
、
還
他
五
祖
始
得
」
(『古
林

清
茂
禅
師
語
録
』
巻
四
)
、
「以
毒
攻
毒
以
襖
出
襖
、
還
他
睦
州
老
漢
始
得
」
(『禅
林
類
聚
』
巻
二
、
八
丁
)
、
「抽
釘
抜
襖
、
還
他
南
院
手
段

始

得
」
(『禅
林
類
聚
』
巻
五
、
三
十
丁
)
、
「直
下
如
撃
石
火
似
閃
電
光
、
還
他
向
上
人
始
得
」
(『碧
巌
録
』
四
十

一
則
、
本
則
評
唱
)
な
ど
。

以
上
か
ら
推
し
て
、
例
え
ば

「還
他
作
家
手
段
」
は

「還
他
作
家
手
段
始
得
」
の
省
略
形
で
あ
る
こ
と
。

三
、

以
上
か
ら

「還

(他
)
」
と

「須
是
」
は
ほ
ぼ
同
義

で
あ
る
こ
と
。

四
、

「須
是
還
他
～
」
の
形
式
も
あ
る
。
『碧
巌
録
』
四
十
七
則
、
頒
評
唱

「須
是
還
他
屋
裏
児
孫
始
得
」
な
ど
。
こ
れ
は
同
義
の

「須
是
」

「還
他
」
と
を
併
用
し
て
、
義
を
強
調
し
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

五
、

「還
他
」
の

「他
」
は

「那

(か
の
)
」
と
見
て
通
ず
る
が
、
中
に
は
意
味
を
失

っ
て
虚
指
化
し
た
も
の
も
あ
る
。

「黄
菊
還
他
九
日
開
」

二

尺
還
他
十
寸
」

「去
年

一
百
五
、
今
歳
又
還
他
」
な
ど
。

六
、
す
で
に
中
国
で
は
、
元
明
清
代
の
小
説
に
出
る

「還
」
に

「包

(保
証
す
る
、
う
け
あ
う
)
、
担
保

(う
け
あ
う
)
」
義
が
あ
る
こ
と
が
発

表
さ
れ
て
い
る
。
哀
賓

「俗
語
詞
零
札
」

(『中
国
語
通
訊
』

一
九
八
六
年
第
五
期
)
、
さ
ら
に
ま
た

『漢
語
大
詞
典
』
の

「還
」

の
項
。

そ
れ
は
そ
れ
で
妥
当
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
用
例
中
で
も

「還
11
須
」
と
見
て
解
し
得
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。
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七

、

右

を

総

じ

て
、

筆

者

は

、

「
還

」

は

「
〈か

の

(
他

)

一
流

の
資

質

や

手

腕

と

い
う

〉

本

来

帰

す

べ
き

と

こ

ろ

に

還

す

」

と

い
う

義

で

あ

り

、

「
か

え

す

」

の
本

義

を

失

わ

な

い
も

の

の
、

一
方

で

「還

」

ー

「
須

」

11

「包

」
、

す

な

わ

ち

「包

」

義

の
以

前

に

「
須

」

の
義

が

あ

る

の

で

は
な

い
か

と

考

え

る

。
す

な

わ

ち

『
漢

語

大

詞

典

』

「須

」

の
項

の
う

ち

、

「
一

一
、

須

要

。
需

要

。

一
二
、

要

求

。

一
四
、

必

要

。

一
五

、

一
定

。
必

定

(き

っ
と

、
か
な

ら
ず

)
。

一
六

、

必

須

。

一
七

、
本

来

(も

と

も
と
)
、
理

所

当

然

(
と
う
ぜ

ん
)
」

な

ど

の
意

を

も

有

す

る

の

で

は

な

い
か

と

考

え

る

。

以

上

に

つ
い

て

は

、

別

に
発

表

す

る

(
『
俗

語

言

研

究

』

第

五
期

)
。

今

は

語

法

の

詮
索

は

し
ば

ら

く

措

く

。

古

人

は

今

人

と

は

比

較

に

な

ら

ぬ

ほ
ど

博

覧

で
あ

っ
た

か

ら

、

お

の
ず

か

ら

帰

納

す

る

と

こ

ろ

が

あ

っ
た

の

で

あ

る

。

旧
解

は

少

な

く

と

も

誤

り

で
は

な

い
。

以

下

に

述

べ

る
岩

波

文

庫

の
問

題

点

も

、

旧
解

に

照

ら

す

だ

け

で
も

済

む

こ

と

で
あ

る

と

考

え

る
。

(
一
)

「還
他
作
家
手
段
」

第

二
十
六
則
、
頬

の
下
語

[本
則
]
。
挙
。
僧
問
百
丈
、
如
何
是
奇
特
事
。
丈
云
、
独
坐
大
雄
峰
。
僧
礼
拝
。
丈
便
打
。

[頒
]
祖
域
交
馳
天
馬
駒
。
化
門
静
巻
不
同
途
。
[巳
在
言
前
。
渠
儂
得
自
由
。
還
他
作
家
手
段
。
]
電
光
石
火
存
機
変
。
堪
笑
人
来

将

虎
髪
。
(下
語
の

一
部
を
略
し
た
。
以
下
同
じ
)。

か
れ

　

か
え

　

　

い
ま
問
題
に
す
る
の
は
頒
の
下
語
の

「還
他
作
家
手
段
」。
文
庫
で
は

「他
に
作
家

の
手
段
を
還
せ
」
と
訓
じ
、
「
彼
に
練
達
し
た
禅
匠

と
し
て
の
力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
注
を

つ
け
る

(上
、
三
三
七
頁
)。
し
か
し
、
文
庫
の
注

で
は
、
こ
の

「彼
」
が

い
っ
た
い
誰

の
こ
と

で
あ
る

の
か
、
そ
れ
に
は
何
も
言
及
し
な

い
。
本
則
の
登
場
人
物
は
百
丈
と
僧
。
頒
で
は
評
者
と
し
て
の
雪
實
が

こ
れ
に
加
わ
る
。
し
た

が

っ
て

「彼
」
と
は
こ
の
三
人
の
中
の
誰
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
文
庫
の
注
で
は
、
第

一
句

の

「祖
域
交
馳
天
馬
駒
」
は

「
つ
ま
り
百

丈
を
い
う
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
と
お
り
。
こ
の
二
句
目
も
そ
の
延
長
で
あ
る
か
ら
、
百
丈
に
関
わ
る
句

で
あ
る
。
す
る
と
、
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こ
の

「彼
」
は
百
丈
か
、
あ
る
い
は
頒
し
た
雪
實
の
こ
と
、
そ
の
ど
ち
ら
か
と
理
解
し
て
い
る
ら
し
い
。

僧
百
丈
に
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
奇
特
の
事
。
丈
云
く
、
独
坐
大
雄
峰
。
僧
礼
拝
す
。
丈
便
ち
打

つ
。

右

の
や
り
と
り
の
中
で
百
丈
に
何
ら
か
の
不
手
際
が
あ

っ
た
の
で
、
百
丈
に

「練
達
し
た
禅
匠
と
し
て
の
力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
言

っ

た
と
解
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
則
の
下
語
に
対
す
る
編
注
を
見
る
に
、
皆
な
百
丈
を
誉
め
た
も
の
と
い
う
解
を
し

て
い
る
か
ら
、
こ
う

い
う
結
論
に
は
な
る
ま
い
。
し
か
ら
ば
残
り
は

一
人
、
雪
實
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
う
や
ら
、
「雪
實
の
頒
に
は
力
量
が
な

い
、
雪
實
に

練
達

し
た
禅
匠
と
し
て
の
力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
い
う
の
が
、
編
注
者

の
解
釈
と

い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
果
た
し
て
そ
う

で
あ

ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
園
悟
が
評
唱
で
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
か
見
て
み
よ
う
。
「還
他
作
家
手
段
」
と
い
う
下
語
は

い
う
ま
で
も
な
く
園
悟

の
批
評

の
語
で
あ
る
。
評
唱
も
同
じ
園
悟
の
も
の
。
従

っ
て
評
唱
で
解
説
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
園
悟
の
下
語
の
意
味
も
推
し
測

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
評
唱
に
い
う
、

看
他
急
慶
得
大
自
在
。
於
建
化
門
中
、
或
巻
或
酵
。
有
時
野
不
在
巻
処
、
有
時
巻
不
在
飾
処
、
有
時
巻
斜
倶
不
在
。
所
以
道
、
同
塗

不
同
轍
。
此
頒
百
丈
有
這
般
手
脚
。

つ
ま
り

「百
丈
に
こ
の
よ
う
な
働
き
が
あ
る
と
こ
ろ
を
誉
め
て
、
雪
實
は

〈化
門
辞
巻
不
同
途
〉
と
頒
し
た
の
で
あ
る
」
と
、
園
悟
当

人
は
解
説
し
て
い
る
の
だ
。
そ
の
雪
實

の
頒
に
賛
同
し
て
園
悟
は

「渠
儂
得
自
由
。
還
他
作
家
手
段
」
と
い
う

コ
メ

ン
ト
を
下
し
た
の
で

あ
る
。
「
(百
丈
は
)
ま

っ
た
く
自
由
自
在
な
は
た
ら
き
を
示
し
て
い
る
。
(百
丈
の
よ
う
な
)
作
家

の
手
ぎ
わ
に
し
て
始

め
て
で
き
る
こ
と
だ
」

と
い
う
意
に
他
な
ら
な

い
。
白
隠
が

『碧
巌
録
秘
砂
』
で

「ソ
レ
ハ
百
丈

ニ
ワ
タ

ス
」
と
注
す
る
の
も
そ
の
意
で
あ

る
。
山
田
無
文
老
師

が

『碧
巌
録
全
提
唱
』
で

「そ
う

い
う
は
た
ら
き
は
百
丈
禅
師
に
お
任
せ
す
る
。
人
が
真
似
を
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
」
と
す
る
の
も
、

同
じ
方
向

で
の
解
釈
で
あ
る
。

か
れ

さ

て
、
右

の
例
で
は
、
岩
波
文
庫

の
編
注
者
は

「他
」
が
誰
で
あ
る
と
特
定
は
し
て
い
な
い
か
ら
、
編
注
者
の
意

図
を
読
者
が
推
し
量
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ら
ざ
る
を
得
な

い
の
だ
が
、
次
の
例
で
は

「還
雪
實
手
脚
始
得
」
と
あ
り
、
雪
實
と

い
う
固
有
名
詞
が
入

っ
て
い
る
。

こ
の
雪
蜜
を
ど
う

解
す
る

か
で
解
釈
は
大
き
く
変

っ
て
来
る
。

第

四
十
五
則
、
頒
の
下
語

編
辟
曽
挨
老
古
錐
。
七
斤
杉
重
幾
人
知
。
如
今
抱
郷
西
湖
裏

[還
雪
窒
手
脚
始
得
。
山
僧
也
不
要
]。
下
載
清
風
付
与
誰
。

　

　

よ

文
庫

で
は

「雪
實
に
手
脚
を
還
し
て
始
め
て
得
し
」
と
訓
じ
、
注
に

「雪
實
本
来

の
力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
い
う

(中
、
一
四
五
頁
)。

筆
者
は

旧
訓
に
し
た
が

っ
て

「雪
實
の
手
脚
に
還
し
て
始
め
て
得
べ
し
」
と
解
す
る
。
「還
～
始
得
」
は
、
「始
得
」
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ

て
義
が

い

っ
そ
う
明
確
に
な

っ
て
い
る
例
で
あ
る
。
「還
他
雪
實
手
脚
始
得

(他
の
雪
實
の
手
脚
に
還
し
て
始
め
て
得
べ
し
)
」
と

「他
」
が
入

っ

て
も
同

じ
こ
と
、
雪
實
を
作
家
に
換
え
て
も
同
じ
で
あ
り
、
更
に
は

「須
是
雪
實
手
脚
始
得

(須
ら
く
是
れ
雪
實
の
手
脚
に
し
て
始
め
て
得
べ

し
)」
と
言

い
換
え
て
も
同
意

で
あ
る
と
筆
者
は
理
解
す
る
。
つ
ま
り
、
園
悟
は

「雪
實
に
し
て
始
め
て
頒
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
雪

實

の
頒
を
誉
め
て
い
る
の
だ
。

し
か

し
、
文
庫
で
は

「雪
實

の
」
と

い
う
旧
訓
を
排
し
て

「雪
實
に
」
と
訓
み
、
注
も
右
の
よ
う
に
明
確
で
あ
る
か
ら
、
編
注
者
の
理

解

(誤
解
)
は
丸
出
し
で
あ
る
。
園
悟

の
意
図
と
は
ま
る
で
正
反
対
の
誤
解
を
し
て
い
る
の
だ
。
園
悟
が
ど
う

い
う
意
図
で
あ
る
か
は
、

頒
の
評
唱
に
園
悟
自
身
が
次

の
よ
う
に
言
う
の
を
見
れ
ば
明
白
で
あ
ろ
う
。

如
今
拗
郷
西
湖
裏
。
万
法
帰

一
一
亦
不
要
、
七
斤
布
杉
亦
不
要
、

一
時
抱
在
西
湖
裏
。

雪
實

は

「如
今
拠
榔
西
湖
裏
」
と
い
う

一
句
に
よ

っ
て

「万
法
帰

一
と
い
う
も
要
ら
ぬ
、

一
す
ら
要
ら
ぬ
、
七
斤

の
布
杉
な
ど
と

い
う

の
も
要
ら
な

い
と
、
す
べ
て
を
西
湖
に
ブ
チ
込
ん
だ
」
の
だ
と
、
園
悟
は
大

い
に
雪
實
の
力
量
を
誉
め
て
い
る
の
だ
。
と

こ
ろ
が
、
文
庫

の
解
に
随
う
な
ら
ば

「(雪
蜜
の
こ
の
頒
は
よ
く
な
い
)、
雪
實
本
来
の
力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
園
悟
は
言

っ
た
の
だ
、
と

い
う
こ
と
に
な

る
。
園
悟
の
意
図
と
は
百
八
十
度
こ
と
な

っ
た
解
に
な
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た

い
那
辺
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
湧
き
出
る
の
か
。

入
矢
先
生
は
本
書
の

「解
説
」
で

「読
者
の
側
も
、
み
ず
か
ら

の

〈自
己
に
帰
し
て
〉
雪
實

の
頒
を
読
む
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
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な
る
は
ず
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
が

(上
、
六
頁
)、
も
し
か
し
た
ら
、
園
悟
の
解
釈
を
客
観
的
に
理
解
す
る
と
い
う
第

一
次
的
作
業
は
さ

て
お
き
、
雪
實

の
頒
ば
か
り
で
な
く
、
園
悟
の
コ
メ
ン
ト
さ
え
も

〈自
己
に
帰
し
て
〉
読
ま
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『碧
巌
録
』
の
著

者
は
雪
實
と
園
悟

で
あ
る
。

こ
の
二
人
が
ど
う
理
解
し
て
い
る
か
、

こ
の
こ
と
が
ま
ず
客
観
的
に
解
明
さ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
こ
の
と

こ
ろ
が
そ

っ
ち

の
け
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
読
者
は
文
庫
版

の
編
注

の
解
釈
の
前
に
翻
弄
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

入
矢
先
生
は
ま
た

「解
説
」
で

「評
唱
の
解
説
内
容
が
、
本
則
と
頒
の
著
語
に
い
う
と
こ
ろ
と
整
合
し
な
い
場
合

が
多
い
」
と
か

「(園

悟
の
評
唱
の
)
解
説
に
依

っ
て
本
文
を
理
解
す
れ
ば
よ
い
と
い
う

こ
と
に
は
必
ず
し
も
な
ら
な

い
。
は

っ
き
り
言

っ
て
、
出
来
不
出
来
の
ム

ラ
が
相
当
な
も
の
だ
」
と
言
わ
れ
る

(上
、
七
頁
)。

「解
説
」
は
す
こ
ぶ
る
名
文
で
あ
り
、
巻
末
で
末
木
氏
は

「入
矢
義
高
氏
の
解
説
は
、

本
書
を
ど
う
読
ん
だ
ら
よ
い
か
と
い
う
、
こ
れ
以
上
な
い
よ
い
指
針
で
あ
る
。
そ
れ
を
熟
読
玩
味
」
せ
よ
、
と
い
う

(下
、
三
〇
六
頁
)
。
解

説
に

い
う
園
悟
評
唱
の

「不
出
来
」
の
部
分
は
、
具
体
的
に
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
ど
こ
な
の
か
分
ら
な

い
。
し
か
し
、
言
う
と

こ
ろ

の

「評
唱
と
著
語
の
不
整
合
」
は
、
そ
の
実
、
編
注
者

の
膠
解
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
い
ま
こ

の
則
の
例
で
い
う
な
ら

ば
、

「還
雪
實
手
脚
始
得
」
の
下
語
を
、
園
悟
の
意
図
と
は
ま
る
で
正
反
対
に
誤
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
不
整
合
が
生
じ
た
に
過
ぎ
な
い
。

編
注
者
の
注
解
に
し
た
が

っ
て
読
み
進
む
な
ら
ば
、
い
よ
い
よ
も

っ
て
難
渋
な
文
脈
に
な

っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
他

で
も
な

い
、
誤

っ
た

解
釈
が

『碧
巌
録
』
を
支
離
滅
裂
に
し
、
不
必
要
に
難
解
に
し
て
い
る
の
だ
。

末
木
氏
は
解
説
で

「(評
唱
を
)
手
が
か
り
に
し
て
本
則
を
読
み
直
せ
ば
、
園
悟
の
本
則
解
釈
が
理
解

で
き
る
。
」
と
い
う

一
方
、
さ
ら
に

続
け

て

「園
悟

の
解
釈
が
必
ず
し
も
本
則
自
体

の
解
釈
と
し
て
適
切
と
は
言
え
ず
、
本
則
は
園
悟

の
解
釈
を
離
れ

て
自
由
に
読
ん
で
い
い

も
の
で
あ
る
」
(下
、
三
〇
八
頁
)
と
、
後
段
で
は
入
矢
先
生
と
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
。
前
段
で
い
う

「園
悟
の
本

則
解
釈
」
、
こ
れ
を
読

者
に
対
し
明
確
に
示
し
て
い
な

い
の
は

『碧
巌
録
』
の
解
説
書
と
し
て
は
重
大
な
欠
陥

で
あ
る
。
後
段
で
い
う
よ
う
に
、
本
則

の
解
釈
は

自
由

で
あ

っ
て
よ
い
こ
と
は
無
論

で
あ
る
。
園
悟
と
は
ち
が
う
解
釈
が
あ

っ
て
も
い
い
。
た
だ
、
『碧
巌
録
』
の
主
要
著
者
は
園
悟
で
あ
る
。

第

一
に
な
す
べ
き
は
、
園
悟
の
言
う
と
こ
ろ
を
客
観
的
に
読
み
取
り
読
者
に
示
す
こ
と

で
あ
る
。
し
か
る
の
ち
に
、
異
見
が
あ
る
な
ら
ば
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述
べ
れ
ば
い
い
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
は

っ
き
り
し
な
い
か
ら
、
園
悟
禅
師

の
禅
室
に
土
足
で
踏
み
込
ん
で
、
禅
師
を
そ

っ
ち
の
け
に
し
て

(あ
る
い
は
園
悟
は
誤
り
だ
と
し
て
)
自
ら
の
独
断
を
演
説
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

か
れ

の

「自
由
な
解
釈
」
は
意
に
任
す
。
こ
こ
で
は
解
釈
の
前
提
と
な
る
語
釈

の
誤
り
、

つ
ま
り

「他
に
～
を
還
す
」
と
い
う
訓
み
が
問
題
な

の
で
あ
る
。
次
の
例
を
見
れ
ば
、
問
題
点
は
い
よ
い
よ
明
確
か
つ
深
刻
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「還
他
～
」
の

「他
」
を
鏡
清
で
あ
る
と
、

特
定
し

て
解
釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第

四
十
六
則
、
本
則
。

挙
。
鏡
清
問
僧
、
門
外
是
什
麿
声
。
僧
云
、
雨
滴
声
。
清
云
、
衆
生
顛
倒
迷
己
逐
物
。
[事
生
也
。
慣
得
其
便
。
鏡
鉤
搭
索
。
還
他
本

分
手
脚
]
。
僧
云
、
和
尚
作
麿
生
。
清
云
、
泊
不
迷
己
。
僧
云
、
泊
不
迷
己
意
旨
如
何
。
清
云
、
出
身
猶
可
易
、
脱
体
道
応
難
。
[養
子
之

縁
。
錐
然
如
是
、
徳
山
臨
済
向
什
麿
処
去
。
不
喚
作
雨
滴
声
、
喚
作
什
麿
声
。
直
得
分
疎
不
下
]
。

か

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

文
庫

で
は

「鏡
鉤
搭
索
も
て
、
他
に
本
分
の
手
脚
を
還
せ
」
と
訓
じ
、
注
に

「鏡
清
に
本
領
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
い
う

(中
、
一
五
〇
頁
)
。

古
来
、

こ
こ
の
と
こ
ろ
は

「鏡
鉤
搭
索
。
還
他
本
分
手
脚
」
と
点
じ
、
二
句
は
独
立
の
下
語
と
見
て
い
る
が
、
そ
れ
が

正
解
で
あ
る
。
文

庫
版
の
解
に
よ
る
な
ら
ば
、
「衆
生
顛
倒
、
迷
己
逐
物
」
と
い
う
鏡
清

の
答
え
は
で
き
が
よ
く
な

い
、
だ
か
ら

「鏡
清
に
本
領
を
発
揮
さ
せ

よ
」
と
園
悟
は
下
語
し
た

の
だ
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
園
悟
が

こ
れ
を
聞
い
た
ら
噴
飯
す
る
で
あ
ろ
う
。
看
よ
、
園
悟
そ
の
人
は
評
唱

で
左
の
よ
う
に
い
う
。

殊

不
知
、
鏡
清
有
為
人
底
手
脚
、
胆
大
不
拘

一
機

一
境
、
戎
無
不
惜
眉
毛
。
鏡
清
量
不
知
是
雨
滴
声
。
何
消
更
問
。
須
知
、
古
人
以

探
竿
影
草
、
要
験
這
僧
。

鏡
清

は
き
わ
め
て
人
を
導
く
力
量
が
あ
り
云
々
と
、
園
悟
は
大

い
に
鏡
清
を
も
ち
あ
げ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
「鏡
清

は
は
な
は
だ
眉
毛

を
惜
し
ま
ず
に
説
法
し
て
い
る
」
と
言

っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
そ
の
園
悟
が

「鏡
清
に
本
領
を
発
揮
さ
せ
よ
」
な
ど
と
言
う
は
ず
は
あ

る
ま
い
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
も
ま
た
、
園
悟

の
下
語
と
評
唱
の
理
解

の
方
が

「不
整
合
」
で
あ
り
、
お
か
し
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
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「
還
他
本
分
手
脚
」
は

「須
是
本
分
手
脚
始
得
」
と
言
い
換
え

て
よ
い
。
「本
分
の
力
量
あ

っ
て
初
め
て
よ
く
し
得
る

(言
え
る
語
で
あ
る
)
」

の
意

で
あ
る
。
旧
解
が

「他
の
本
分
の
手
脚
を
還
せ
」
と
読
む
の
も
同
じ
理
解
で
あ
る
。
古
人
は
語
法

の
詮
索
は
し
な
か

っ
た
が
、
意
味

は
正

し
く
把
握
し
て
い
た
の
だ
。

(二
)
「養
子
之
縁
」

こ
こ
で
つ
い
で
な
が
ら
、
こ
の
則
に
出
る

「養
子
之
縁
」
に
ふ
れ
る
。
文
庫
で
は

「
こ
こ
ま
で
答
え
さ
せ
た
子

(僧
)
が
生

ま
れ
た
の
は
、
ほ
か

な
ら

ぬ
こ
の
親

(鏡
清
)
の
お
か
げ
だ
」
と
注
す
る

(中
、

一
五
〇
頁
)。
古
賀

・
入
矢

『禅
語
辞
典
』
(思
文
閣
出
版
)
で
は
こ
の
句
を
解
し

て

「文
字
通
り
に
は
、
子
供
を
生
ん
だ
と
い
う
因
縁
。
こ
う

い
う
子
が
生
ま
れ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
親
の
せ

い
だ
。
と
な
れ
ば
、

そ
の
因
縁

の
な
か
で
対
処
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。

つ
ま
り

〈仁
義
道
中
〉

こ
そ
が
世
諦
の
知
恵
な

の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
を
い
き
な
り

聖
諦
と
対
決
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
。
〈養
〉
は
育
て
る
意

で
は
な
く
、
生
む
こ
と
」
と
い
う
が
、
そ
の
延
用
で
あ

る
。
こ
の
語
は
第
三

則

「馬
大
師
不
安
」
の
頒

「
日
面
仏
月
面
仏
」
の
下
語
に
も
出
る

(上
、
六
九
頁
)
が
、
そ
こ
で
も

「
〈養
子
〉
は
子
を

生
む
こ
と
。
こ
こ
の

〈子
〉
は
弟
子
。
こ
の
親
な
れ
ば
こ
そ
の
対
応
ぶ
り
」
と
す
る
。

末
木
氏
は
巻
末

の

一
文
で
、
こ
の

『禅
語
辞
典
』
を

「斯
界
の
第

一
人
者
に
よ
り
、
難
解
な
禅
語
が
明
解
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
」
と
高

く
推
奨
す
る
が

(下
、
三
〇
二
頁
)
、
「養
子
之
縁
」
の
右
の
解
も

「明
解
」
だ
と
信
じ
て
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
岩
波
文
庫
版

の
誤

謬
は
、
実
は
こ
の

『禅
語
辞
典
』
に
対
す
る
無
批
判
な
依
拠
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

い
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
辞
典
の

誤
謬

に
つ
い
て
は
、
既
に
若
干
の
批
判
を
試
み
た

(花
園
大
学
研
究
紀
要
第
二
五
号
、

一
九
九
三
年
)。

例
え
ば

「生
鉄
鋳
就
」
と
い
う
語
が
あ
る
。
『禅
語
辞
典
』
初
版

(
一
九
九

一
年
七
月
)
で
は

「ず
く
鉄
を
使

っ
て
鋳

上
げ
る
。
中
味
の
お

粗
末
な
も
の
を
で

っ
ち
上
げ
る
こ
と
に
喩
え
る
」
と
す
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
は

「基
本
典
籍
叢
刊
月
報
」
○
〇

一
号

(禅

文
化
研
究
所
、
一
九
九
二
年

一
月
)
で
批
判
し
た
と
お
り
だ
が
、
『禅
語
辞
典
』
の
三
版

(こ
こ
か
ら
三
刷
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
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六
月

一
日
)
で
は

「ず
く
鐵
を
使

っ
て
鋳
上
げ
る
、
と
い
う
の
が
本
義
。
生
鐵
は
熟
鐵
の
反
。
し
か
し
輝
録
で
は
逆
に
、
堅
固
な
鍛
錬

の
意

味
に
用

い
る
」
と
、
ほ
ぼ
正
反
対
の
意
に
改
め
ら
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
四
版

(
一
九
九
七
年
六
月
十
七
日
)
で
は
ま
た
初
版
の
解
釈
に

戻

っ
て
い
る
、
と

い
う
次
第
で
あ
る
。
こ
の
語
は

『碧
巌
録
』
第
十
九
則
、
本
則
の
評
唱
に
も
出
る
。
岩
波
文
庫
の
注

で
は

「鉄
の
よ
う

に
堅
固

・
頑
固
な

こ
と
を
い
う
」
と
あ
り

(上
、
二
五
三
頁
)、
ほ
ぼ
問
題
な
い

(「頑
固
」
に
は
不
賛
成
だ
が
)
。
と
こ
ろ
が
、
末
木
氏

の

『宋

代
禅
籍

の
文
献
的
研
究
』
(
一
九
九
二
年
三
月
)
で
示
さ
れ
る

『
碧
巌
録
』
の
現
代
訳
で
は

「ズ
ク
鉄
で
鋳
造
す
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
訳
し

(
=
二
五
頁
)、
「生
鉄
」
に

「も
ろ
い
鉄
。
中
身
が
粗
末
な
も
の
で
で
っ
ち
あ
げ
る
」
と
い
う
注
を

つ
け
る

(
=
二
六
頁
)
。
末
木
氏
だ
け
で

な
く

一
般
の
利
用
者
も
、
三
版
で
逆
の
意
に
変
更
さ
れ
る
と
は
予
想
も
し
な
か

っ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
四
版
で
元
に
戻

っ

た
の
は
ど
う

い
う
こ
と
か
。
理
解
に
苦
し
む
次
第
で
あ
る
。

さ

て

「養
子
之
縁
」。
確
か
に

「養
」
に
は

「産
む
」
の
義
も
あ
る
。
『寒
山
詩
』
や

『王
梵
志
詩
』
に
そ
の
例
が
あ
り
、
小
説
で
は

「育
」

が

「う
む
」
義

の
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
い
つ
も

「産
む
」
義
で
な
く
と
も
よ
い
の
だ
。
こ
こ
は

「子
を
育
て
る
」
意
に
す
ぎ
な
い
。

「養

子
之
縁
」
は

『禅
林
方
語
』
に

「不
知
差
」
ま
た

「咬
飯
養
嬰
児
」、
『句
双
葛
藤
砂
』
に

「
ア
マ
リ

ニ
ヂ

(慈
)
ヲ
垂

ル
心
ナ
リ
」
、

　
　

白
隠

『碧
巌
録
秘
抄
』
に

「噛

ン
デ
含

メ
ル
羊
ナ
」
ま
た

「老
婆
親
切
」
、
さ
ら
に

『諸
録
俗
語
解
』
に

「子
ソ
ダ
テ
グ

サ
ノ
意
。
カ
ン
デ

ク
ク
メ

ル
ヤ
ウ

ニ
親
切
ス
ギ

ル
也
」
な
ど
と
い
う
古
解
が
あ
り
、
近
く
は
中
川
渋
庵

『禅
語
辞
彙
』
に

「子
を
養
ふ
の
縁
と
し
て
す
る
こ

　
　

と
の
意
。
老
婆
親
切
を
い
ふ
」、
『禅
学
大
辞
典
』
に

「子
を
養
う

の
縁
。
老
婆
が
子
を
養
う
時
に
慈
愛
が
過
ぎ
て
、
か
え

っ
て
そ
の
子
を

傷
う
よ
う
に
、
師
家
が
慈
悲

の
過
ぎ
る
こ
と
に
た
と
え
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
旧
解
で
よ
い
。
な
ぜ
か
。

『従

容
録
』
に

「全
身
入
草
、
養
子
之
縁
」
。
『虚
堂
録
』
に

「下
喬
木
入
幽
谷
、
養
子
之
縁
」。
同

「養
子
之
縁
、
寛

而
有
恕
」
、
『禅
林

類
聚
』
に

「南
泉
錐
則
養
子
之
縁
、
其
奈
憐
児
不
覚
醜
」
「只
為
養
子
之
縁
、
是
致
老
婆
心
切
」
な
ど
と
あ
り
、
「全
身

入
草
」
「下
喬
木
入

幽
谷
」
「寛
而
有
恕
」
な
ど
と
い
う
語
と
併
せ
用

い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
解
が
出
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
論
証
の
要
も
な

い
で
あ
ろ
う
。
「養
子
之
縁
」
の
持

つ
義
が
正
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
同
じ
意
味
の
語
を
併
せ
用
い
て
い
る
の
で
あ
り
、
よ
く
見
ら
れ
る
格
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式
な

の
だ
。

『恕
中
語
録
』
巻
第
四
、

「興
化
打
克
賓
」
頗
に

「養
児
最
伯
順
毛
将
、
興
化
家
風
与
世
乖
。
棒
了
罰
銭
　
出
院
、
要
他
赤
手
立
生
涯
」

と
あ
る
が
、
こ
こ
の

「順
毛
将

(順
毛
に
将
づ
)」
は

「毛
並
に
沿

っ
て
な
で
る
こ
と
、
い
い
子
、
い
い
子
と
な
で
る
こ
と
」
で
あ
り
、
「養

児
最
伯
順
毛
将
」
は

「猫
か
わ

い
が
り
し
て
子
育
て
し
て
は
な
ら
ぬ
」
の
意
で
あ
る
が
、
『禅
語
辞
典
』
の

「養
」

の
項
に

「生
む
こ
と
」

と
あ
る
記
事

(四
六
三
頁
)
を
無
邪
気
に
信
じ
て
、
こ
こ
の

「養
」
も

「子
を
生
む
」
と
解
釈
し
た
ら
如
何
せ
ん
。

つ
ま
り

「養
子
之
縁
」
は

「鏡
清
の
答
え
は
は
な
は
だ
老
婆
心
切
だ
」
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
園
悟
は
評
唱
で
も

「戎
熟
不
惜

眉
毛
」
と
言

っ
て
い
る
の
だ
。
『禅
語
辞
典
』
の
、
さ
も
深
意
あ
り
げ
な
ひ
ね
り
ま
わ
し
に
は
誠
に
も

っ
て
恐
れ
入
る
。
魯
迅
を
し
て
著
語

せ
し
め
た
ら
ば

「但
這
考
拠
究
尭
還
過
干
轡
曲
、
不
深
究
也
好

(だ
が
、
こ
の
考
証
も
や
っ
ぱ
し
結
局
は
曲
り
く
ね
り
す
ぎ
て
い
る
。
あ
ま
り
研

究
し
な
い
方
が
い
い
)」
と
言
わ
ん
か
。

閑
話
休
題
。
つ
ま
り
文
庫

の
編
注
者
は
、
本
則
の

「還
他
本
分
手
脚
」
で
は
、
「鏡
清
に
本
領
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
鏡
清
を
批
判
し
た
と

解
釈
し
、
こ
こ
の

「養
子
之
縁
」
で
は

「ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
親

(鏡
清
)
の
お
か
げ
だ
」
と
鏡
清
を
ほ
め
た
と
解
釈
す

る
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
園

悟
は

「還
他
本
分
手
脚
」
で
は
鏡
清
を
ほ
め
、
「養
子
之
縁
」
で
は
抑
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
園
悟

の
意
図
を
正
確
に
把
握
し
て
、

し
か
る
の
ち
に
自
説
を
述
べ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「還
他
～
」
の
語
は

『碧
巌
録
』
で
は
、
右
以
外
に
も
出
る
。

第
四
則
、
本
則
の
評
唱

出
群
須
是
英
霊
漢
、
敵
勝
還
他
獅
子
児
。

か
れ

か
れ

「勝

れ
る
に
敵
す
る
に
は
他
に
獅
子
児
を
還
せ
」
と
訓
み

(上
、
八
十
三
頁
)
、
「獅
子
児
の
本
領
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
注
す
る
。
「他
に
」
と

か
れ

訓
む
か
ら
、
そ
の

「他
」
に

「獅
子
児

の
本
領
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
い
う

こ
と
ら
し
い
が
、
「他
」
が
誰
で
あ
る
か
に
は
言
及
し
な
い
。
こ

こ
も

「須
是
」
と

「還
他
」
は
互
文
。
し
た
が

っ
て

「出
群
還
他
英
霊
漢
、
敵
勝
須
是
獅
子
児
」
と
互
用
し
て
も
同

じ
こ
と
で
あ
る
。
「か
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れ
に
本
領
を
発
揮
さ
せ
る
」
の
で
は
な

い
。
「す
ぐ
れ
た
者
と
対
等
に
相

い
当
た
る
の
は
、
真
に
す
ぐ
れ
た
資
質

の
者

(獅
子
児
)
で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
」
の
謂

い
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
服
部
天
游

『碧
巌
集
方
語
解
』
(明
和
八
年
刊
)
で
は
、
こ
の
語
を
解
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
、

「還

ハ
ワ
タ

ス
ナ
リ
。
敵

二
勝

コ
ト

ハ
尋
常
ノ
者

ハ
ナ
ラ
ヌ
故
、
ソ
レ
ハ
師
子
児
ノ
手

ヘ
ワ
タ
ス
ナ
リ
」
。
ち
な
み
に
こ
の
書
は
、
末
木
氏

の
巻
末

の
文
で

「解
釈
は
正
確
で
、
定
評
が
あ
る
」
(下
、
三
〇

一
頁
)
と
紹
介
さ
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
高
い
評
価
に
も

拘
ら
ず
、
岩
波
文
庫
の
注
解
で

『碧
巌
集
方
語
解
』
の
解
は
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
採
否
を

一
々
照
合
し
点
検
し
た

ら
興
味
深
い
が
、
い
ま
は
省
く
。

第
十
五
則
、
頒
の
評
唱

古

人
到
這
境
界
全
機
大
用
。
遇
生
与
弥
同
生
、
遇
死
与
弥
同
死
。
向
虎
口
裏
横
身
、
放
得
手
脚
、
千
里
万
里
、
随
祢
街
去
。
何
故
。

還
他
得
這

一
著
子
始
得
。

こ
こ
で
は

「他
に
這
の

一
著
子
を
得
る
こ
と
を
還
し
て
始
め
て
得
た
り
」
と
訓
じ

(上
、
二
一
四
頁
)、
注
で

「究
極
の

一
手
は
本
人
に
打

た
せ
よ
」
と
い
う
。
旧
訓
も
同
じ
だ
が
、
「他
に
～
を
得
る
こ
と
を
還
す
」
と
い
う
日
本
語
は
意
を
取
り
に
く
い
。
こ
こ
で
も
注
に

「本
人
」

と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
誰

の
こ
と
か
と
悩
ま
さ
れ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
『聯
燈
會
要
』
春
第
十
八
、
竹
原
巷
主
章
に

「参
輝
須

是
透
徹

這

一
著
子
始
得
」
と
あ
り
、
『…叢
林
盛
事
』
巻
上
で
は
、
こ
の
語
を

「参
輝
須
透
徹
這

一
著
子
始
得
」
と
す
る
が
、
こ
の
句
と
同
じ

意
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り

「須
是
得
這

一
著
子
始
得
」
の
意
に
他
な
ら
ぬ
。

「か
れ
」
に
は
関
係
な

い
。

第

四
十

一
則
、
本
則
の
評
唱

看
、
趙
州
問
、
大
死
底
人
却
活
時
如
何
、
他
便
道
、
不
許
夜
行
投
明
須
到
。
直
下
如
撃
石
火
、
似
閃
電
光
。
還
他
向
上
人
始
得
。

き

か
れ

「惣

の
向
上
の
人
に
還
し
て
始
め
て
得
た
り
」
と
訓
ん
で
い
る

(中
、
一
〇
九
頁
)。
さ
す
が
に

「他
に
向
上
の
人
を
還

し
て
」
な
ど
と
は

か

訓
み
に
く
い
か
ら

「他
の
」
と
訓
ん
だ
の
だ
ろ
う
が
、
注
は
何
も
な

い
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
理
解
を
し
て
い
る
の
か
分
ら
な
い
。
以
下
の

数
例
も
同
じ
こ
と
。
ち
な
み
に

『圓
悟
佛
果
輝
師
語
録
』
に
は

「到
此
須
是
向
上
人
始
得
」
(巻
第
十

一
、
大
正
巻
四
十
七
、
七
六
九

c
)、
「到
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這
裏
須
是
向
上
人
始
得
」
(巻
第
十
七
、
同
、
七
九
七

c
)
と
い
う
二
例
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
例
と
同
じ
義
で
あ
ろ
う
。

第
四
十
四
則
、
頒
の
下
語

須
還
這
老
漢
始
得
。

よ

「須
ら
く
這
の
老
漢
に
還
し
て
始
め
て
得
し
」
(中
、

一
三
七
頁
)
と
訓
む
。
こ
の
訓
で
よ
い
が
、
注
は
何
も
な
い
。

第
四
十
七
則
、
頒
の
評
唱

須
是
還
他
屋
裏
児
孫
始
得
。

す
べ
か

か

「須
是
ら
く
他
の
屋
裏

の
児
孫
に
還
し
て
始
め
て
得
し

」
(中
、

一
六

一
頁
)
と
訓
ず
る
が
、
そ
れ
で
よ
い
。
こ
こ
も
注
は
な
し
。

第
五
十
五
則
、
本
則

挙
。
道
吾
与
漸
源
至

一
家
弔
慰
。
源
拍
棺
云
、
生
邪
死
邪
。
…
…
霜
云
、
作
什
麿
。
源
云
、
覚
先
師
霊
骨
。
霜
云
、
洪
波
浩
泓
白
浪

浴
天
、
覚
什
麿
先
師
霊
骨

[也
須
還
他
作
家
始
得
。
成
群
作
隊
作
什
麿
。]

か

「也

た
須
ら
く
他
の
作
家
に
還
し
て
始
め
て
得
し
」
(中
、
二
二
二
頁
)
と
訓
ず
る
の
は
よ
い
が
、
注
は
何
も
な
い
。

第
五
十
九
則
。
本
則
の
評
唱

他
耕
竜
蛇
別
休
各
、
還
他
本
分
作
家
。か

「他

の
竜
蛇
を
辮
じ
、
休
各
を
別

つ
は
、
他
の
本
分
の
作
家
に
還
す

」
(中
、
二
五

一
頁
)
と
訓
ず
る
が
、
注
は
な
し
。

第
六
十

一
則
、
垂
示

建
法
瞳
立
宗
旨
、
還
他
本
分
宗
師
。
定
竜
蛇
別
紬
素
、
須
是
作
家
知
識
。

か「他

の
本
分
の
宗
師
に
還
す
」
(中
、
二
六
五
頁
)
と
訓
む
が
、
注
は
な
し
。
後
半
に
注
し
て

「竜
か
蛇
か
を
決
定
し
、
黒
白
を
区
別
す
る
の

は
、
練
達
の
禅
者

の
見
識
で
な
け
れ
ば
か
な
わ
ぬ
」
と
す
る
が
、
前
半
も
同
じ
意
で
あ
る
。
「還
他
本
分
宗
師
」
と

「須
是
作
家
知
識
」
は

互
文

で
同
じ
こ
と
を
言

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
第
十
則
、
本
則
の
評
唱
の
冒
頭
に

「大
凡
扶
竪
宗
教
、
須
是
有
本
分
宗
師
眼



目
、
有
本
分
宗
師
作
用
」
(上
、

一
五
五
頁
)
と
あ
る
が
、
こ
こ
の
前
半
と
同
じ
意
で
あ
ろ
う
。

第

六
十
六
則
、
垂
示

当

機
観
面
、
提
陥
虎
之
機
。
正
按
傍
提
、
布
檎
賊
之
略
。
明
合
暗
合
、
双
放
双
収
。
解
弄
死
蛇
、
還
佗
作
者
。

よ

か

「解
く

死
蛇
を
弄
す
る
は
佗
の
作
者
に
還
す

」
と
訓
じ
、
注
に

「練
達
し
た
禅
匠
で
こ
そ
死
蛇
を
あ
や

つ
っ
て
生
き

返
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
」

(中
、
三
〇

一
頁
)
と
い
う
。

「で
こ
そ
」
の
訳
は
よ
い
。
こ
こ
だ
け
は
問
題
が
な

い
。

第

九
十
二
則
、
頗

列
聖
叢
中
作
者
知

一
莫
諺
釈
迦
老
子
好
。
還
他
臨
済
徳
山
。
千
箇
万
箇
中
難
得

一
箇
半
箇
。]

か
れ

か

こ
こ
で
も
、
さ
す
が
に

「他
に
臨
済
徳
山
を
還
す
」
と
は
読
め
な

い
か
ら
、
「他
の
臨
済
徳
山
に
還
す
」
と
読
ん
で
い
る
が

(下
、

一
九
二

頁
)
、
注
は
な
い
。
筆
者

の
理
解
で
は

「還
他
臨
済
徳
山
」
は

「須
是
臨
済
徳
山
始
得

(臨
済
や
徳
山
の
力
量
に
し
て
始
め
て
で
き
る
こ
と
だ
)」

の
意
に
過
ぎ
な

い
。
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(三
)

「還
他
本
分
草
料
」
と

「何
不
与
他
本
分
草
料
」

第
五
二
則
、
頒
の
下
語

[本
則
]
僧
問
趙
州
、
久
響
趙
州
石
橋
、
到
来
只
見
略
E
M
。
州
云
、
汝
只
見
略
E
M
且
、
不
見
石
橋
。
僧
云
、
如
何
是
石
橋
。
州

云
、
渡
騙
渡
馬
。

[頒
]
孤
危
不
立
道
方
高

[須
是
到
這
田
地
始
得
。
言
猶
在
耳
。
還
他
本
分
草
料
]。
入
海
還
須
釣
巨
驚
。
堪
笑
同
時
潅
渓
老
。
解
云

壁
箭
亦
徒
労
。

か

れ

　

　

　

　

ゆ

下
語
の

「還
他
本
分
草
料
」
を
、
岩
波
文
庫

で
は

「他
に
本
分
の
草
料
を
還
せ
」
と
訓
み
、
注
に

「彼
に
本
慎
を
発
揮
ざ
せ
よ
」
と
す

る
が

(中
、
二
〇
四
頁
)
、
「彼
」
が
誰
で
あ
る
か
に
は
言
及
し
な
い
。
こ
こ
で
は
二
重

の
誤
謬
が
あ
る
。

}
は

「還
他
」
の

「他
」
を

「か
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れ
」

と
目
的
語
に
解
し
た
こ
と
。
先
の

「還
他
作
家
手
段
」

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に

「他
に
」
と
解
し
た
場
合
、
他

は
誰
の
こ
と
を

い
う

の
か
が
問
題
と
な
る
。
「孤
危
不
立
道
方
高
」
は
文
庫

の
注
が

「孤
高
を
標
榜
せ
ぬ
と
こ
ろ
が
趙
州
の
気
高
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
よ
う
に
、

趙
州

の
為
人
の
方
法
を
ほ
め
た
も
の
で
あ
る
。
園
悟
も
評
唱
で

「雪
實
頒
趙
州
尋
常
爲
人
庭
、
不
立
玄
妙
、
不
立
孤
危
」
と
言

っ
て
い
る

か
ら
、
同
じ
理
解
で
あ
る
と
分
る
。
そ
の
園
悟
が
、
で
は
い

っ
た
い
誰
に
む
か

σ
て

「彼
に
本
領
を
発
揮
さ
せ
よ
」

と
言

っ
た
と
い
う

の

か
。
残
る
登
場
人
物
は
二
人
、
問
僧
と
雪
實
だ
が
、
評
唱
に
言
う
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
園
悟
は
雪
實
の
頒
を
評
価
し
て
い
る
か
ら
、
雪
實

に
向
か

っ
て

「本
領
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
い
う
は
ず
が
な
い
。
そ
し
て
、
い
ま

の
こ
の

「孤
危
不
立
道
方
高
」
と
い
う
句
は
趙
州
の
作
略

を
頒
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
下
語
が
僧
に
係
る
は
ず
は
な

い
。
「他
に
～
を
還
せ
」
と
訓
む
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
下
語
の
意
味
は

ま
す
ま
す
不
明
確
な
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
だ
。

問
題
の
二
は

「本
分
草
料
」
を
、
誰
か
に

「本
領
を
発
揮
さ
せ
る
」
こ
と
と
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「本
分
草

料
」
は
、
第
十
八
則
、

本
則

の
下
語
に

「何
不
与
他
本
分
草
料
」
と
あ
り
、
文
庫

の
編
注
で
は

「
〈本
分
〉
は
そ
の
人
の
本
質
、
本
領
。
〈草
料
〉
は
、
か
い
ば
。

粛
宗
皇
帝
に
本
来
ふ
さ
わ
し
い
対
応
を
す
る
」
と
あ
る

(上
、
二
一二
九
頁
)
。
「草
料
」
の
説
明
そ
の
も
の
は
誤
り
で
は
な
い
が
、
「本
分
」
を

「そ

の
人
の
本
質
、
本
領
」
と

い
う
の
は
ど
う
か
。
「本
色
草
料
」
「真
草
料
」
と
い
う
例
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば

「本
来

の
エ
サ
、

も
ち
ま
え
の
エ
サ
」
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で

「粛
宗
皇
帝
に
本
来
ふ
さ
わ
し
い
対
応
を
す
る
」

と
い
う
表
現
が
出
て

来
る

の
に
は
わ
け
が
あ
り
そ
う
だ
。
『禅
語
辞
典
』
で
は

「本
分
草
料
」
を
解
し
て

「そ
の
人
が
本
来
人
と
し
て
生
き

て
ゆ
く
た
め
の
栄
養

源
」

と
す
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
推
し
測
れ
ば

「粛
宗
皇
帝
が
本
来
人
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
栄
養
源
を
与
え
る
ー
粛
宗
皇
帝
に
本
来

ふ
さ

わ
し
い
対
応
を
す
る
」
と
解
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。

「何
不
与
他
本
分
草
料
」
は

「
(そ
う
す
べ
き
で
あ
る
の
に
)
ど
う
し
て
彼
に
本
分
の
草
料
を
与
え
な
い
の
か
」
の
意
で
あ
り
、
「好
与
本

分
草
料
」
(四
十
八
則
の
本
則
下
語
、
五
十
四
則
の
本
則
下
語
、
八
十
五
則
頒
の
評
唱
、
八
十
八
則
の
本
則
評
唱
、
八
十
九
則
の
本
則
下
語
)
と
同
じ

意
で
あ
る
。
こ
こ
の

「還
他
本
分
草
料
」
も
、
実
は

「何
不
与
他
本
分
草
料
」
と
同
じ
義
で
あ
り

「本
分

の
草
料
を
も

っ
て
す
べ
き
で
あ
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る
」
の
意
に
過
ぎ
な
い
。
『園
悟
心
要
』
巻
上

の

「示
隆
知
蔵
」
に

「若
随
語
作
解
、
即
須
与
本
分
草
料
」
と
あ
る
が
、

「還
他
本
分
草
料
」

を

「須
与
本
分
草
料
」
と
言
い
換
え
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

そ
し

て

「本
分
草
料
」
と
は

「柄
僧
門
下
本
分
草
料
」
で
あ
り
、
「禅
僧
な
ら
で
は
の
エ
サ
、
禅
僧
な
ら
で
は
の
為
人

の
や
り
口
」
の
こ

と
、
臨
済
な
ら
喝
、
雲
門
な
ら
ば
棒
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
馬
は

マ
グ
サ
を
喰
ら
い
、
禅
僧
は
時
に
棒
喝
を
喰
ら

っ
て
育

つ
の
だ
。
次

の
用
例
を
見
れ
ば
、
自
ず
か
ら
肯
定

で
き
よ
う
。

『雲
門
広
録
』
巻
中
、
「僧
問
投
子
、
密
巌
意
旨
如
何
。
子
云
、
須
是
与
麿
人
始
得
。
趙
州
云
、
何
不
与
他
本
分
草

料
。
師
問
僧
、
作

磨

生
是
本
分
草
料
。
僧
擬
議
。
師
便
打
」。

「師
便
ち
打

つ
」、

こ
れ
ぞ
本
分
草
料
だ
、
と
雲
門
は
示
し
た

の
で
あ
る
。

『大
慧
書
』、
「多
不
肯
退
歩
、
就
省
力
処
倣
工
夫
。
只
以
聡
明
意
識
、
計
較
思
量
、
向
外
馳
求
。
乍
聞
知
識
向
聡
明
意
識
、
思
量
計

較
外
、
示
以
本
分
草
料
、
多
是
当
面
蹉
過
、
将
謂
従
上
古
徳
有
実
法
与
人
、
如
趙
州
放
下
著
、
雲
門
須
弥
山
之
類
、
是
也
」
。

　　

　

こ
の
例
で
は

「聡
明
意
識
、
計
較
思
量
」
と
は

「本
分
草
料
」
の
反
に
他
な
ら
な

い
と
分
る
。

「本
分
草
料
」
の
語
は

『碧
巌
録
』
に
頻
出
す
る
の
で
、
十
八
則
以
外
の
例
を
逐

一
、
点
検
す
る
。

第

三
十
九
則
、
頒
の
評
唱

人
皆
道
、
雲
門
信
彩
答
将
去
、
総
作
情
解
会
他
底
。
所
以
雪
實
下
本
分
草
料
、
便
道
莫
纈
預

(中
、
九
七
頁
)
。

こ
こ
で
は

「雪
實
下
本
分
草
料
」
の
語
に
は
何

の
注
も
な
い
。
「雪
實
が
禅
僧
本
来
の
や
り
口
を
示
し
て

〈莫
纈
預
〉
と
言

っ
た
の
で
あ

る
」
。

こ
こ
で
も

「本
分
草
料
」
は

「情
解
」
と
逆
の
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
文
脈
か
ら
分
る
。

第

四
十
八
則
、
本
則

の
下
語
。

挙

。
王
太
傅
入
招
慶
煎
茶
。
時
朗
上
座
与
明
招
把
銚
。
朗
翻
却
茶
銚
。
太
傅
見
問
、
上
座
茶
炉
下
是
什
麿
。
朗

云
、
捧
炉
神
。
太
傅

云
、
既
是
捧
炉
神
、
為
什
塵
翻
却
茶
銚

[何
不
与
他
本
分
草
料
。
事
生
也
]
朗
云
、
仕
官
千
日
失
在

一
朝
。
太
傅
払
袖
便
去
。
以
下
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略
。
…
…

注

に
言
う

「か
れ
に
本
来
の
力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
(中
、
一
六
四
頁
)
。
「か
れ
」
は
誰
か
、
下
語
で
は
そ
れ
が
大
事
な
の
に
、
注

で
は
何

の
特
定
も
し
な
い
。
い
ま
の
登
場
人
物
は
王
太
傅
と
朗
上
座
で
あ
る
。
朗
上
座
に

「力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と
い
う

の
か
、
王
太
傅
に

「力

量
を
発
揮
さ
せ
よ
」
と

い
う
の
か
。
肝
心
な
と
こ
ろ
に
触
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ

「力
量
を
発
揮
さ
せ
よ
」

の
解

で
は
、
意
味
が
不
透
明
に
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。
筆
者
は

『種
電
砂
』
に
い
う

「太
傅
が
棒
喝
を
行
ぜ
ざ
る
を
抑
し
責
む
る
」
と
い
う
旧

解
に

し
た
が

っ
て
、
「王
太
傅
よ
、
ど
う
し
て
朗
上
座
に
本
来

の
や
り
口
を
示
さ
な
か

っ
た
か
」
と
解
す
る
。
本
来

の
や
り

口
を
示
さ
な
か

っ

た
か
ら
、
逆
に
こ
ん
な
質
問
を
さ
れ
て
、
面
倒
な
事
に
な

っ
た

(事
生
也
)、
と
い
う
の
で
あ
る
。

第
五
十
四
則
、
本
則
の
下
語

挙
。
雲
門
間
僧
、
近
離
甚
処
。
僧
云
、
西
禅

[果
然
可
E
A
実
頭
。
当
時
好
与
本
分
草
料
]
。
門
云
、
西
禅
近
日
有
何
言
句
。
僧
展
両

手
。
門
打

一
掌
。
僧
云
、
某
甲
話
在
。
門
却
展
両
手
。
僧
無
語
。
門
便
打
。

こ

こ
で
は

「本
分
草
料
」
に
注
を
し
て

「そ
の
人
が
本
来
人
と
し
て
生
き
て
行
く
た
め
の
栄
養
源
」
と
い
う

(中
、
一=

六
頁
)。
つ
ま
り

『禅

語
辞
典
』
の
記
述
を
引
き
写
す
だ
け
で
、
「誰
が
」

「誰
に
」
を
少
し
も
論
じ
な
い
。
『種
電
砂
』
で
は

「雲
門

の
勘
験

の
処
に
於

て
、

好
し
棒
喝
を
与
う
る
に
。
惜
し
い
か
な
」
と
す
る
。

つ
ま
り
、
雲
門
は
僧
を
勘
験
す
る
た
め
に

「ど
こ
か
ら
来
た
か
」
と
た
ず
ね
た
の
だ

が
、
僧
は

「西
禅
か
ら
来
た
」
と
ま

っ
と
う
な
答
え
を
し
た
。
園
悟
は
そ
の
僧

の
当
た
り
前

の
答
え
を
批
判
し
て

「そ
の
時
、
ど
う
し
て

即
座

に
棒
喝
を
行
ず
る
と
い
う
柄
僧
本
来
の
や
り
口
を
雲
門
に
対
し
て
し
な
か

っ
た
か
」
と
言

っ
た
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。

第
六
十

一
則
、
本
則
の
評
唱

他
是
臨
済
下
尊
宿
、
直
下
用
本
分
草
料
。

「他
」
と
は
、
本
則
の
主
人
公
で
あ
る
臨
済
下
の
風
穴
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
岩
波
文
庫
は

「本
分
草
料

」
の
み
に
注
を
し
て

「本

来
人
と
し
て
の
パ
ワ
ー
の
栄
養
源
」
と
い
う

(中
、
二
六
七
頁
)。
「風
穴
は
臨
済
下
の
尊
宿
で
あ
る
か
ら
、
直
下
に
本
来

の
や
り
口
を
も

っ
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て
示
す

の
で
あ
る
」

の
意

で
あ
ろ
う
に
、
「パ
ワ
ー
の
栄
養
源
」
が
い

っ
た
い
ど
う
し
た
と
い
う
の
だ
。
読
者
を
惑
わ
す
注
で
は
あ
る
。

第

八
十
五
則
、
頒
の
評
唱

[本
則
]
挙
。
僧
到
桐
峰
庵
主
処
、
便
問
、
這
裏
忽
逢
大
虫
時
又
作
慶
生
。
庵
主
便
作
虎
声
。
僧
便
作
伯
勢
。
庵
主
呵
呵
大
笑
。
僧

云
、
這
老
賊
。
庵
主
云
、
争
奈
老
僧
何
。
僧
休
去
。
雪
實
云
、
是
則
是
、
両
箇
悪
賊
只
解
掩
耳
楡
鈴
。

[本
則
評
唱
]
[頒
]
は
略
。

[頒
評
唱
]
見
之
不
取
思
之
千
里
。
正
当
瞼
処
都
不
能
使
。
等
他
道
争
奈
老
僧
何
、
好
与
本
分
草
料
。
当
時
若

下
得
這
手
脚
、
他
必

須
有
後
語
。
…

こ
こ
で
も
ま
た

「本
分
草
料
」
に

「そ
の
人
が
本
来
人
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
た
め
の
糧
」
と

(下
、

一
三
四
頁
)
、
『
禅
語
辞
典
』
の
引
用

を
繰

り
返
す
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
の
時

々
の
文
脈
で
、
誰
が
誰
に
言

っ
て
い
る
の
か
、
下
語
に
と

っ
て
は
そ
れ
が
重
要
で
あ
る
の
に
、
そ

の
こ
と

に
は

一
向
、
関
心
を
示
さ
な

い
の
で
あ
る
。
「桐
峰
庵
主
が

〈争
奈
老
僧
何
〉
と
言

っ
た
そ
の
時
に
、
そ
の
僧

は
ど
う
し
て
も
ち
ま

え
の
や

り
口
を
せ
な
ん
だ
か
」
の
意
で
あ
る
と
筆
者
は
解
す
る
。
続
い
て

「当
時
、
若
し
這

の
手
脚
を
下
し
得
ば
、
他
は
必
ず
須
ら
く
後

語
有
ら
ん
」
と
あ
る
が
、

「下
得
這
手
脚
」
は
つ
ま
り

「与
本
分
草
料
」
と
同
じ
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。

(四
)
因
行
撞
管

第

三
四
則
、
本
則

の
下
語

仰
山
間
僧
、
近
離
甚
処
。
[天
下
人

一
般
。
也
要
問
過
。
因
風
吹
火
。
不
可
不
作
常
程
。
]
僧
云
、
盧
山
。
山
云
、
曽
遊
五
老
峰
麿
。
[因

行
不
妨
撞
膏
。
何
曽
蹉
過
。]
僧
云
、
不
曽
到
。
山
云
、
閣
黎
不
曽
遊
山
。

「因
行
捧
管
」
の
語
、
入
矢

・
古
賀

『輝
語
僻
典
』
で
は

「歩
く
時
に
は
お
の
ず
と
腕
を
ふ
る
。
自
然

の
ふ
る
ま
い
」
と
し
て
、
『碧
巖

録
』
の
こ
の
則
を
例
に
出
す
。
筆
者
は
こ
の
解
に
賛
同
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
岩
波
文
庫
版
で
は
、
こ
れ
と
は
異
な
る
解
を
示
し
て
い
る
。
「行
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く
に

因
り
て
不
妨
に
腎
を
揮
る
」
と
訓
じ

(中
、
四
〇
頁
)
、
「な
か
な
か
威
勢

の
い
い
歩
き
よ
う
だ
な
」
と

い
う
注
を

つ
け
る

(中
、
四

一

頁
)
。
ど
う
し
て
こ
う

い
う
注
が
出

て
来
る
の
か
。
『輝
語
僻
典
』
の

「不
妨
」
の
項
に
は

「禅
録
に
多
く
見
ら
れ
る
用
法
は
、
〈…
…
し
て

も
差
支
え
な
い
〉
と

い
う
許
容
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
こ
と
を
賞
揚
し
て

〈な
か
な
か
の
…
…
だ
〉
〈大
し
た
…
…
ぶ
り

だ
〉
と
讃
え
た
言
い
方
で
あ
る
。
『碧
巖
録
』
の
著
語
に
特
に
そ
の
例
が
多

い
」
と
あ
る
。
「不
妨
奇
特
」
な
ど
、
確

か
に
に
そ
の
よ
う
な

例
も
多
い
。
し
か
し
、

い
つ
も
こ
の
と
お
り
で
な
く
と
も
い
い
の
だ
。
こ
こ
で
も

「な
か
な
か
…
」
と
い
う
解
を
強
引
に
当
て
は
め
よ
う

と
す
る
か
ら
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

仰
山
が
僧
に
た
ず
ね
た

「ど
こ
か
ら
来
た
」
。
僧

「盧
山
か
ら
来
ま
し
た
」
。
仰
山

「五
老
峯
に
行

っ
た
こ
と
が
あ

る
か
」。
-

「五
老
峯
に
行

っ
た
か
」
の
質
問
の
と

こ
ろ
に
、
な
ぜ

「な
か
な
か
威
勢
の
い
い
歩
き
よ
う
だ
な
」
と

い
う
意
味

の
下
語
が

つ
か
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
の
か
。
こ
の
語
は
仰
山
に
向
け
ら
れ
た
も
の
か
、
僧
に
向
け
ら
れ
た
も
の
か
。
注
は
そ
れ
以
外
に
は
な

い
か
ら
、
編
注
者

が
ど
う
解
釈
し
て
い
る
の
か
、
さ

っ
ぱ
り
わ
け
が
分
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
僧
の

「盧
山
」
と
い
う
答
え
が
あ
ま
り
に
も
構
え
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
仰
山
は

「五
老
峯
に
行

っ
た
こ
と
が
る
か
」
と
い
う
再
質
問
で

「な
か
な
か
威
勢
の
い
い
歩
き
よ
う
だ
な
」
と
少
し
水
を
か
け
て

さ
ま
し
て
や

っ
た
、
と
で
も
解
釈
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
読
者
も
、
こ
う

い
う
注
に
誘
わ
れ

て
深
読
み
せ
ざ
る
を

得
な

い
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
「歩
け
ば
自
然
と
手
が
振
れ
る
よ
う
に
、
仰
山
の
質
問
は
ま
こ
と
に
自
然
に
成
り
行
き
で
あ
る
」
と
い
う
意
に
解
す
。
つ
ま
り

『種

電
抄
』
の

「這
の
僧
、
盧
山
よ
り
来
た
る
と
道
う
。
五
老
峰
の
勝
絶
を
問
わ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と

い
う
解
に
賛
同
す
る
。
盧

山
と

言
え
ば
、
何
と
行

っ
て
も
五
老
峰
が
代
表
的
な

ス
ポ

ッ
ト
で
あ
る
、
盧
山
か
ら
来
た
人
に
そ
れ
を
た
ず
ね
る
の
は
至
極
あ
た
り
ま
え

だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
『碧
巌
録
秘
抄
』
に

「道

ヲ
ア
ル
ク
ト
自
然

二
手
ヲ
フ
ル
、
盧
山
ト
云
フ
タ
カ
ラ
、

コ
ウ
問

フ
タ
」
と
い
う
の
も

そ
の
意
で
あ
る
。

「因
行
掠
腎
」

の
語
に

つ
い
て
は
、
江
戸
期
の
複
数
の
禅
僧
に
よ
る
、

一
種
の
共
同
研
究
の
成
果
と
も
い
え
る

『諸
録
俗
語
解
』
に
解



が
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
れ
を
紹
介
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
い
わ
く

「歩
く
拍
子
に
手
を
ふ
る
、
な
り
。
む
ぞ
う
さ
な
る
こ
と
を
云

う
。
因
風
吹
火
と
同
意
」
と
い
い
、
さ
ら
に
、
こ
の

『
俗
語
解
』
の
補
編
で
あ
る

『参
孜
類
語
』
に
は
次
の
例
を
あ
げ
る
。

『霊
源
筆
語
』
六
に

「今
去
凡
遇
此
因
縁
、
不
可
放
過
、
因
行
撞
膏
、
宗
教
所
資

(今
よ
り
去

っ
て
凡
そ
此
の
因
縁
に
遇
わ
ば
、
放
過
す

可
か
ら
ず
、
行
に
因

っ
て
管
を
撞
る
こ
と
、
宗
教
の
資
る
所
)」
。

『
四
家
録
』
下
、
三
十
五
、
死
心
忌
小
参
に
曰
く

「禾
山
今
夜
因
行
不
妨
樟
膏
。
以
明
隻
履
西
帰
話
、
用
報
先
師
之
徳

(禾
山
今
夜
、

行
に
因
っ
て
妨
げ
ず
膏
を
捧
る
こ
と
を
。
隻
履
西
帰
の
話
を
明
ら
む
る
を
以
て
、
用
っ
て
先
師
の
徳
に
報
ぜ
ん
)」
。
前
文

を
併
せ
見
れ
ば
、
意

義
分
明
な
り
。

こ
こ

の

「不
妨
」
に
右
の

「な
か
な
か
…
」
を
当

て
は
め
た
ら
、
い

っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
か
。
「因
行
不
妨
捧
膏
」
の
語
は
常
套

句
で
あ

っ
て
、

こ
の
他
に
同
じ
用
例
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。

右

、
ほ
ん
の
数
例
を
検
証
し
た
が
、
語
釈
上
の
疑
問
点
は
は
な
は
だ
多

い
の
で
あ
る
。
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